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頭変形・接触）までの進行度を評価する（図 5）．ただし，これは X 線学的分類であり，症状や
機能障害の程度を直接反映しない点に留意が必要である．
　寛骨臼形成不全は，寛骨臼の被覆が不十分で大腿骨頭が外上方に偏位する形態異常であり，こ
れらは関節の被覆不全や荷重の偏りを反映する．FAI は，大腿骨頭や寛骨臼の形態異常により，
股関節の動作時に骨同士が衝突し，関節唇や軟骨に障害を生じる疾患である．主に大腿骨側の変
形による CAM 変形（図 3），寛骨臼側の被覆過剰による pincer 型，またはその混合型に分類さ
れる．
　Computed tomography（CT）検査は骨形態の立体的評価に有用で，臼蓋被覆度や骨頭位置を
精密に解析できる（図 3）．Magnetic resonance imaging（MRI）では軟骨厚，骨髄浮腫，滑膜炎
などを評価でき，初期段階でも変化を捉えることができる．
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